
経
理
処
理
や
給
与
計
算
、
顧
客
管
理
な
ど

の
た
め
に
パ
ツ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
を
購
入
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
最
近
は
、
ク
ラ
ウ

ド
型
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
契
約
す
る
ケ
ー
ス

も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
場
合
の
会
計

処
理
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
ソ
フ
ト
を
購
入
し
た
場
合
に
は
、
他

の
固
定
資
産
の
よ
う
に
減
価
償
却
が
必
要
な

の
で
し
ょ
う
か
。
「ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
」
を
購

入
等
し
た
と
き
の
会
計
処
理
に
つ
い
て
わ
か

り
や
す
く
レ
ク
チ
ヤ
ー
し
ま
す
。

ま
ず
は

「
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
」
の

定
義
を
確
認
し
て
お
こ
う

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
変
革
さ
せ
る

「
Ｄ
Ｘ

（デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
オ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
▼
一
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
Ｄ
Ｘ
化
に
欠
か
せ

な
い
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
導
入
の
税
務
を
学
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。

B

税
理
士

平
井
満
広

ま
ず
、
会
計
上
の

「
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
」
の

定
義
に
つ
い
て
誂
明
し
ま
す
。へ
本計
上
の
「
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
」
と
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

・

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
こ
と
を
い
い
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
動
か
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
指
し
ま

す

令
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
」
が
搭
載
さ
れ
て
い

る
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
本
体

は

「
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
」
と
い
い
ま
す
）。

具
体
的
に
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の

「要
一乙
ｏ
ミ
色
、
一芍
ぎ
〓

の

「ら
避

等

の

「
シ
ス
テ
ム
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
」
や
表
計
算
の

パウケ■ジ
ソフトの購入

!|

]

:|

:|

「
エ
ク
セ
ル
」
・
生
成
Ａ
Ｉ
の

「Ω
つ岸
０
”
↓
」

等
の
「
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
」

が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
電
子
デ
ー
タ
に
な

っ
て
い
る
映
像

や
音
楽
と
い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、

基
本
的
に

「
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
」
に
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
っ
例
え
ば
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
の
場
合
、

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ツ
ピ
ン
グ
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
予
約
等
の
機
能
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る

と

「
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
」
に
該
当
し
ま
す
Э　
一

方
で
会
社
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
文
書
や
写
真
、
動

画
等
を
閲
覧
す
る
だ
け
の
サ
イ
ト
で
あ
れ
ば

「
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
」
に
該
当
し
ま
せ
ん
Ｄ

「
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
」
は

「
自
社
利
用
の
ソ

フ
ト
ウ

エ
ア
」
「市
場
販
売
目
的
の
ソ
フ
ト

ウ

エ
ア
」
「受
注
制
作
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
」

の
３
つ
に
大
き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
Э

以
下
に
、
３
つ
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
と
最
近

利
用
が
増
え
て
い
る
ク
ラ
ウ
ド
型
の
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
会
計

，
税

務
の
取
扱
い
を
見
て
い
く
・デ
】に
し
ま
し
ょ

ｎヽノЭ

自
社
利
用
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の

取
扱
い
は
こ
う
な
る

自
社
利
用
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
と
は
、
社
内

で
利
用
す
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
こ
と
で
、
「自

社
の
業
務
を
効
率
的
に
遂
行
す
る
た
め
の
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
」
や

「顧
客
に
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
等
を
提
供
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
」

等
が
あ
り
ま
す
。
自
社
利
用
の
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
の
会
計

・
税
務
の
取
扱
い
は
、
以
下
の
と

お
り
で
す
。

ｍ
　
企
業
会
計
の
取
扱
い

Ｏ
　
制
作
費
等

企
業
会
計
で
は
、
自
社
利
用
の
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
の
制
作
や
購
入
等
に
か
か
る
費
用

（シ

ス
テ
ム
部
門
の
人
件
費
や
外
部
に
委
託
す
る

作
業
料
、
機
器
や
設
備
の
購
入
代
金
等
）
は
、

「研
究
開
発
費

（原
則
、

一
般
管
理
費
こ

ま
た
は

「無
形
固
定
資
産

一
で
処
理
し
ま
す
。

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
利
用
に
よ
つ
て

″将
来
の

収
益
獲
得
ま
た
は
費
用
削
減
″
が

ク確
実
で

な
い
ま
た
は
不
明
な
場
合
″
は

「研
究
開
発

費
」
、
ク確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
ク

は

「無
形
固
定
資
産

一
と
な
り
ま
す
①

例
え
ば
物
流
部
門
の
業
務
効
率
化
で
在
庫

管
理
ソ
フ
ト
を
自
社
開
発
す
る
場
合
、
新
規

シ
ス
テ
ム
と
既
存
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
に
不

備
が
あ
り

「効
果
が
不
明
」
で
あ
れ
ば
制
作

費
用
は

「研
究
開
発
費
」
に
、　
一
方
で
在
庫

管
理
ソ
フ
ト
の
導
入
に
よ
り
手
作
業
で
行
な

っ
て
い
た
受
発
注
業
務
が
自
動
化
さ
れ

「工

数
の
減
少
が
確
実
」
で
あ
れ
ば
、
制
作
費
用

は

「無
形
固
定
資
産

一
と
な
り
ま
す
。

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
導
入
す
る
際
の
既
存
シ

ス
テ
ム
と
の
接
続
や
動
作
テ
ス
ト
と
い
っ
た

作
業
等
に
か
か
る
付
随
費
用
も
、
基
本
的
に

「無
形
固
定
資
産

一
に
含
ま
れ
ま
す

（重
要

性
が
乏
し
け
れ
ば
費
用
処
理
も
で
き
ま
す
）。

単
な
る
デ
ー
タ
の
コ
ン
バ
ー
ト
や
操
作
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
等
は
発
生
時
の
費
用
と
な
り
ま
す
。

クラウド型の
契約

外部|への
発注Ⅲ

「
ソ

フ
ト
ウ

エ
ア

購

入

等

し

た

と

会
計
処
理
が
理
解
で
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取扱しヽ

損金算入(修繕費,

資本的支出

損金算入 (研究開発費)

新たな機能の追加、機能の
向上等に該当するプログラ
ムの修正等に要した費用 将来のll又 益獲得等にならないことが明らかな研究開発費

原貝J 取得価額

原則

損金算入

損金算入

原貝J 資本的支ョ」

取得揃額

図表 1 自社利用のソフトウエアの改良費等の主な法人税法の取扱い

内 容

機能上の濤書の除去、民状の効用の維持寺に該当するプログラ

新 たな ソフ
製作変更等により明ら/」 に`不要になつた費用トウエアを

た
、
特
定
の
研
究
開
発
に
の
み
に
使
用
す
る

ツ
ー
ル
と
し
て
購
入
等
し
た
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

は
、
企
業
会
計
上

「研
究
開
発
費
」
と
な
り

ま
す
が
、
法
人
税
法
で
は
原
則

「無
形
固
定

資
産
一
で
処
理
し
ま
す
。

た
だ
し
、
ク完
全
自
動
運
転
の
制
御
シ
ス

テ
ム
等
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
研
究
開
発
ク
の

よ
つヽ
ｒイ．材
料

（素
材
）
と
し
て
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
を
購
入
等
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
れ
ば
、

「研
究
開
発
費
」
と
し
て
発
生
時
の
損
金
算

入
が
認
め
ら
れ
ま
す
っ

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
他
の
者
か
ら
購
入
す
る

際
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
導
入
時
に
行
な
う
設

定
作
業
や
修
正
作
業
と
い
っ
た
付
随
費
用
等

も
、
「難
形
固
定
資
産
」
の
取
得
価
額
に
含

め
ま
す
っ
た
だ
し
、
旧
シ
ス
テ
ム
か
ら
新
シ

ス
テ
ム
ヘ
の
単
な
る
デ
ー
タ
移
行
等
の
事
後

的
な
作
業
に
か
か
る
費
用
は
、
企
業
会
計
と

同
様
に

「無
形
固
定
資
産

一
の
取
得
価
額
に

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
ぅ

み
）
改
良
費
等

保
有
す
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
や
購
入
し
た
パ

ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
と
い
っ
た
既
存
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
等
を
大
幅
に
仕
様
変
更
し
、
新

た
な
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
制
作
す
る
た
め
の
費

用
も
原
則

「無
形
固
定
資
産
』
の
取
得
価
額

に
含
め
ま
す
。
た
だ
し
、
制
作
計
画
変
更
等

に
よ
り
仕
損
じ
が
生
じ
て
明
ら
か
に
不
要
と

な
つ
た
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
制
作
費
用
や
合
計

額
が
少
額

（制
作
原
価
の
お
お
む
ね
３
％
以

内
）
の
付
随
費
用
等
は
、
取
得
価
額
に
含
め

な
い
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
研
究
開
発
に
失
敗
す
る
等
、
ク将
来

の
収
益
獲
得
ま
た
は
費
用
削
減
に
な
ら
な
い

こ
と
が
明
ら
か
″
な

「研
究
開
発
費
」
も
発

生
時
の
損
金
に
で
き
ま
す

（そ
れ
以
外
の
自

社
利
用
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
か
か
る

「研
究

開
発
費
」
は
、
「無
形
固
定
資
産

一
の
取
得

価
額
に
含
ま
れ
ま
す
ヽ

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
修
正
等
を
行
な
っ
た
場

合
の
費
用
は
、
修
正
等
が
機
能
上
の
障
害
の

除
去
や
現
状
の
効
用
維
持
等
た
該
当
す
れ
ば

「修
繕
費
」
と
し
て
発
生
時
の
損
金
と
な
り

ま
す
。　
一
方
で
、
新
た
な
機
能
の
追
加
や
機

能
の
向
上
等
に
該
当
す
れ
ば
、
原
則

「資
本

的
支
出

（新
た
な
無
形
固
定
資
産
の
取
得
こ

と
な
り
ま
す
。

③
　
減
価
償
却
そ
の
他

「無
形
固
定
資
産
」
に
計
上
し
た
金
額
は

「定
額
法
」
に
よ
り
、
「開
発
研
究
用

（新
た

な
製
品
の
製
造
や
新
た
な
技
術
の
発
明
等
の

た
め
特
別
に
行
な
わ
れ
る
試
験
研
究
用
）
は

耐
用
年
数
３
年

グ

のヽ
他
は
５
年
こ

で
「残

存
価
額
０
円
」
と
し
て
滅
価
償
却
し
ま
す
Э

な
お
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
１
単
位
当
た
り
の
金

額
が
１０
万
円
未
満

（青
色
申
告
法
人
で
あ
る

中
小
企
業
者
は
１
単
位
当
た
り
３０
万
円
未
満
。

年
合
計
３
０
０
万
円
ま
で
）
の
場
合
は
、
損

金
経
理
等
の
要
件
を
満
た
せ
ば

「少
額
滅
価

償
却
資
産
」
と
し
て
損
金
算
入
で
き
ま
す
。

ま
た
、
´
デ
ー
タ
処
理
の
対
象
業
務
が
廃

止
さ
れ
た
徳

″
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
の
変
更
等
で

他
の
ソ
フ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
に
な

つ
た
″

と
い
っ
た
理
由
で
、
利
用
し
な
く
な
っ
た
こ

将来の収益獲得等にならないことが9月 うかな研究F汗弓発費 侵金算入 (研究開発費)

合計額が少額 (製作原価のおおむね 39/。以内)の付,石費用等

将来の収益獲得等になうなし`こ主が明らかな研究F舜]発費 損金算入(研究開発費)

したソフトウエアを三]社の仕様に合わせるたのに行なう付随拘な修正

制作する場

上記以外

既存ソフ ト
ウエア等の
仕様を大幅
に変更する
ための費用

他の者かう講入
作業等の費月]

ま
た
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
の
除
去
や

バ
グ
取
り
の
作
業
等
の
費
用
も

「修
繕
費
」

等
の
費
用
で
処
理
し
ま
す
。

②
　
改
良
費
等

利
用
開
始
後
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
や

一
般
で

販
売
さ
れ
て
い
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
を
大
幅
に
仕
様
変
更
し
て
、
自
社
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
新
し
い
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
制

作
す
る
た
め
の
費
用
は
、上
記
と
同
様
に
ク将

来
の
収
益
獲
得
ま
た
は
費
用
削
減
ク
の
判
断

基
準
で

「研
究
開
発
費
」
ま
た
は

「無
形
固

定
資
産
」
に
区
分
し
ま
す
Ｄ

③
　
減
価
償
却
そ
の
他

「無
形
固
定
資
産
」
に
計
上
し
た
金
額
は

一
般
的
に

「定
額
法
」
に
よ
り
、
原
則

「耐

用
年
教
５
年
以
内
」
で
「残
存
価
額
０
円
」
で
、

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
利
用
開
始
時
点
か
ら
減
価

償
却
し
ま
す
。

な
お
パ
ソ
コ
ン
や
製
造
設
備
と

一
体
化
し

て
搭
載
さ
れ
て
い
る
（金
額
の
区
分
も
な
い
）

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
費
用
は
、
「器
具
備
品
」
　

９０

や

「機
械
装
置
」
等
の
本
体
取
得
価
額
に
含

め
て
計
上
し
ま
す
。
自
社
利
用
の
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
の
機
能
が
陳
腐
化
等
し
て
使
用
す
る
見

込
み
が
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
除
却
損
を
計

上
し
ま
す
。

側
　
法
人
税
法
の
取
扱
い

（図
表
１
）

①

制
作
費
等

法
人
税
法
で
は
、
自
社
利
用
の
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
に
か
か
る
費
用
は
、
自
社
制
作
ま
た
は

他
の
者
か
ら
の
購
入
等
に
か
か
わ
ら
ず
原
則

「無
形
固
定
資
産
」
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば

自
社
利
用
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
自
社
で
制
作

し
た
場
合
は
、
制
作
に
か
か
る

「原
材
料
費
、

労
務
費
及
び
経
費
の
額
並
び
に
事
業
の
用
に

供
す
る
た
め
に
直
接
要
し
た
費
用
の
額
の
合

計
額
」
が

「無
形
固
定
資
産
」
の
取
得
価
額

と
な
り
ま
す
。

次́
世
代
の
電
子
材
料
や
革
新
的
な
医
薬

品
に
つ
い
て
調
査
し
製
品
化
す
る
″
と
い
つ
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製
品
マ
ス
タ
ー
完
成
後
に
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

の
機
能
を
改
良

・
強
化
す
る
た
め
の
費
用
は
、

基
本
的
に

「無
形
固
定
資
産
」
に
計
上
し
ま

す
が
、
著
し
い
改
良
の
場
合

（プ
ロ
グ
ラ
ム

の
過
半
部
分
を
再
制
作
す
る
等
）
は

「研
究

開
発
費

一
で
処
理
し
ま
す
Э

Э
・　
減
価
償
却
そ
の
他

「無
形
固
定
資
産
」
に
計
上
し
た
金
額
は
、

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
販
売
開
始
時
点
か
ら
滅
価

償
却
し
ま
す
。
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
毎
期
の
滅
価

と
が
明
ら
か
な
自
社
利
用
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

は
、
帳
簿
価
額
を
除
却
損
と
し
て
損
金
算
入

で
き
ま
す
。
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
除
却
は
物
理

的
な
証
明
が
難
し
い
の
で
、
税
務
調
査
で
も

争
点
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
業
務
を

廃
上
し
た
際
は

「社
内
稟
議
書
」
等
を
、
パ

ソ
コ
ン
等
を
廃
棄
し
た
場
合
は
処
理
業
者
が

発
行
す
る

「廃
棄
証
明
書
」
等
を
保
管
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

市
場
販
売
目
的
の
ソ
フ
ト
ウ
エ

取
扱
い
は
こ
う
な
る

市
場
販
売
目
的
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
と
は
、

製
品
マ
ス
タ
ー

（ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
複
写
の

も
と
に
な
る
完
成
品
）
を
制
作
し
、
不
特
定

多
数
に
販
売
等
す
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
こ
と

で
す
。
市
場
販
売
目
的
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の

会
計

・
税
務
の
取
扱
い
は
、
以
下
の
と
お
り

で
す
。

償
却
は
、
「見
込
総
販
売
数
量
等
に
対
す
る

当
期
の
実
績
販
売
数
量
等
に
応
じ
た
金
額
」

と

「販
売
可
能
期
間

（原
則
３
年
以
内
）
に

基
づ
く
均
等
配
分
額
」
と
の
い
ず
れ
か
大
き

い
金
額
を
、
「売
上
原
価
」
に
計
上
し
ま
す
。

な
お
製
品
マ
ス
タ
ー
完
成
後
、
販
売
用
に

複
写
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
部
門
の
人
件
費

や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
利
用
料
等
は

「製
造
原

価
」
で
処
理
し
ま
す
Э

側
　
企
業
会
計
の
取
扱
い

（図
表
２
）

Ｏ

制
作
費
等

企
業
会
計
で
は
、
市
場
販
売
目
的
の
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
の
制
作
や
購
入
等
に
か
か
る
費
用

は
、
内
容
や
発
生
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
つ
て

「研
究
開
発
費
」
、
「無
形
固
定
資
産
」、
「製

造
原
価
」
で
処
理
し
ま
す
。
例
え
ば
市
場
販

売
目
的
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
自
社
で
制
作
し

た
場
合
、
最
初
に
製
品
化
さ
れ
た
製
品
マ
ス

タ
ー
の
完
成
時
点
ま
で
に
か
か
つ
た
制
作
費

用
は
「研
究
開
発
費

（原
則
、
一
般
管
理
費
こ

と
し
て
費
用
処
理
し
ま
す
Э

製
品
マ
ス
タ
ー
の
判
断
基
準
は
、
（じ
製
品

性
を
判
断
で
き
る
程
度
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
が

完
成
し
て
い
る
こ
と
、
の
一プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を

制
作
し
な
い
場
合
は
、
製
品
と
し
て
販
売
す

る
た
め
の
重
要
な
機
能
が
完
成
し
て
お
り
、

か
つ
重
要
な
不
具
合
を
解
消
し
て
い
る
こ
と
、

の
２
占
〔で
す
′Э

②
　
改
良
費
等

①

制
作
費
等

法
人
税
法
で
は
、
市
場
販
売
目
的
の
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
の
製
品
マ
ス
タ
ー
完
成
時
ま
で
に

か
か
っ
た
制
作
費
用
は

「研
究
開
発
費
」
と

し
て
企
業
会
計
と
同
様
に
発
生
時
に
損
金
算

入
で
き
ま
す

（市
場
販
売
目
的
の
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
に
つ
い
て
は
、
「研
究
開
発
費
」
全
額

が
損
金
算
入
で
き
ま
す
）
Э

図表2 市場販売目的のソフ トウェアにかかる費用の主な会計処理

製品マスター完成

7
柳

無形固定資産

無形固定資産 減 ll償 却

製品マスターの著しい改良費 1      研究開発費

製品マスターの復写に要する経費 製造原価

閉
　
法
人
税
法
の
取
扱
い

②
　
改
良
費
等

製
品
マ
ス
タ
ー
を
完
成
さ
せ
る
ま
で
の
改

良
や
強
化
に
か
か
っ
た
費
用
の
額
は

「無
形

固
定
資
産
」
に
含
ま
れ
ま
す
が
、
著
し
い
改

良
等
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
企
業
会
計
と
同

様
に

「研
究
開
発
費

，一
と
な
る
た
め
発
生
時

の
損
金
と
な
り
ま
す
Э

③

減
価
償
却
そ
の
他

「無
形
固
定
資
産
」
に
計
上
し
た
金
額
は

「定
額
法
」
で
、
耐
用
年
数

「３
年

（複
写

し
て
販
売
す
る
た
め
の
原
本
）
」
で
減
価
償

　
９３

減llE償 却(売上原価)
製品マスターの製作

製品マスターの改良
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却
し
ま
す
。
企
業
会
計
で
採
用
さ
れ
る
見
込

総
販
売
数
量
等
に
基
づ
い
た
滅
価
償
却
は
、

法
人
税
法
上
は
原
則
、認
め
ら
れ
ま
せ
ん
（所

轄
税
務
署
長
の
承
認
が
必
要
）。

な
お
減
価
償
却
し
た
金
額
は
製
造
原
価
に

し
な
い
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ク新
製
品
の
出

現
や
バ
ー
ジ
ヨ
ン
ア
ツ
プ
等
″
に
よ
り
、
今

後
販
売
を
行
な
わ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
市

場
販
売
目
的
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
は
、
帳
簿
価

額
を
除
却
損
と
し
て
損
金
算
入
で
き
ま
す
。

将
来
の
税
務
調
査
に
備
え
て
、
事
実
を
客
観

的
に
証
明
す
る

「社
内
一暴
議
書
」
や

「流
通

業
者
へ
の
通
知
支
」
等
を
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

計

，
税
務
の
取
扱
い
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。　
っ
て
い
ま
す
。

側
　
企
業
会
計
の
取
扱
い

①
　
工
事
完
成
昼
準

請
け
負
っ
た
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
制
作
が
完
了

し
た
時
点
で
、
請
負
金
額
の
全
額
を
売
上
に
、

制
作
費
用
の
全
額
を
売
上
原
価
に
計
上
す
る

会
計
処
理
で
す
。
手
続
き
が
シ
ン
プ
ル
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
反
面
、
制
作
完
了
ま
で

採
算
が
把
握
で
き
な
い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

開
発
中
に
発
生
す
る
制
作
費
は
、
完
了
時

ま
で
仕
掛
品
等
の

「棚
卸
資
産
」
に
計
上
し

ま
す
。
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
が
長
期
間
に
な

る
場
合
は
、
フ
エ
ー
ズ
毎
に
分
割
検
収
し
て

売
上

・
売
上
原
価
を
計
上
す
る
部
分
完
成
基

準
で
処
理
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
税
務
上

は
工
事
完
成
基
準
に
よ
り
益
金

・
損
金
を
計

上
す
る
の
が
原
則
で
す
が
、
契
約
内
容
に
よ

っ
て
は
部
分
完
成
基
準
に
よ
る
計
上
が
強
制

適
用
さ
れ
ま
す
。

受
注
制
作
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
と
は
、
シ
ス

テ
ム
開
発
会
社
等
が
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
注

文
を
受
け
て
制
作
す
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
こ

と
で
す
。
受
注
制
作
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
会

企
業
会
計
で
は
、
受
注
制
作
の
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
は

「履
行
義
務
が
一
定
の
期
間
に
わ
た

り
充
足
さ
れ
る
も
の
」
と
し
て
、
制
作
の
進

捗
に
基
づ
い
て
収
益
を
認
識
し
ま
す

（工
事

進
行
基
準
の
よ
う
な
考
え
方
）。
達
成
し
た

マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
等
に
よ
つ
て
進
捗
度
を
見

積
も
る

「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
法
」
と
、
発
生
し

た
制
作
費
等
で
進
捗
度
を
見
積
も
る

「イ
ン

プ
ッ
ト
法
」
が
あ
り
ま
す
。

受
注
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
制
作
期
間
が
ご
く

短
い
場
合
は
、
完
全
に
履
行
義
務
を
充
足
し

た
時
点
で
収
益
を
認
識
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す

（工
事
完
成
基
準
の
よ
う
な
考
え
方
）。

例
　
法
人
税
法
の
取
扱
い

法
人
税
法
上
の
、
受
注
制
作
の
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
の
収
益

，
費
用
の
取
扱
い
は
以
下
と
な
　
②
　
工
事
進
行
基
準

受
注
制
作
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の

取
扱
い
は
こ
う
な
る

請
け
負
っ
た
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
制
作
の
開
発

進
捗
度
に
応
じ
て
、
売
上

・
売
上
原
価
を
計

上
す
る
会
計
処
理
で
す
。
例
え
ば
請
負
金
額

が
１
億
円
、
初
年
度
の
開
発
進
捗
度
が
３０
％
、

原
価
率
が
５０
％
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
制
作
の
場

人
口
、
初
年
度
の
売
上
は
１
億
円
ｘ
３０
％
＝
３

０
０
０
万
円
、
売
上
原
価
は
３
０
０
０
万
円

×
５０
％
＝
１
５
０
０
万
円

（初
年
度
に
発
生

し
た
制
作
費
用
と
は
必
ず
し
も

一
致
し
な

い
）
、
と
な
り
ま
す
。

会
計
上
は
工
事
進
行
基
準
が
原
則
的
な
取

扱
い
で
す
が
、
選
択
は
任
意
で
す
。
制
作
途

中
で
も
採
算
が
把
握
し
や
す
い
反
面
、
手
続

き
が
煩
雑
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

税
務
上
も
工
事
進
行
基
準
に
よ
る
処
理
は
基

本
的
に
任
意
選
択
で
す
が
、
「開
発
期
間
が

１
年
以
上
名
請
負
対
価
が
１０
億
円
以
上
名
請

負
対
価
の
１
／
２
以
上
が
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開

発
の
完
了
日
か
ら
１
年
以
上
経
過
す
る
日
後

に
支
払
わ
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
」
の
３
つ

の
要
件
を
満
た
す
と
、
「長
期
大
規
模
工
事
」

と
し
て
、
工
事
進
行
基
準
に
よ
る
計
上
が
強

ク
ラ
ウ
ド
型
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の

取
扱
い
は
こ
う
な
る

近
年
で
は
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
パ
ソ
コ
ン
に

イ
ン
ス
ト
ー
ル
せ
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経

由
で
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
ア
ク
セ
ス
し
て
利
用

す
る

「
ク
ラ
ウ
ド
型
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
」
も
増

え
て
き
ま
し
た
。

ク
ラ
ウ
ド
型
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
ユ
ー
ザ
ー

は

一
般
的
に
自
社
で
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
所
有

す
る
の
で
は
な
く
利
用
期
間
に
応
じ
て
利
用

料
を
支
払
う

（サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
）
た

め
、
会
計

，
税
務
と
も
に

「通
信
費
」
等
の

科
日
で
利
用
時
に
費
用

，
損
金
処
理
し
ま
す
。

な
お
サ
プ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
と
似
て
い
る

「リ
ー
ス
取
引
」
に
つ
い
て
は
、
ク途
中
解
約

が
で
き
な
い
″
ま
た
は

ク違
約
金
の
支
払
い

が
発
生
す
る
″
等
の
条
件
に
該
当
す
る
場
合

（フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
リ
ー
ス
）
、
実
質
的
に
ソ
フ

贔

制
適
用
さ
れ
ま
す
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ト
ウ
エ
ア
の
購
入
と
考
え
、
売
買
取
引
と
同

様
に
処
理
し
ま
す
。

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
特
例
措
置
に

こ
ん
な
も
の
が
あ
る

次
に
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
特
例
措
置
に
つ

い
て
も
見
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
の
購
入
等
に
か
か
る
法
人
税
法
上
の
特
例

措
置
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
Ｄ
Ｘ
投
資
促
進
税
制
及
び
５
Ｇ

導
入
促
進
税
制
は
、
適
用
期
限

（令
和
７
年

３
月
３‐
日
）
を
も

つ
て
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

青
色
申
告
書
を
提
出
す
る
中
小
企
業
者
等

が
、
令
和
９
年
３
月
３‐
日
ま
で
に
新
品
の
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
を
７０
万
円
以
上

（同

一
事
業
年

度
内
の
合
計
金
額
で
も
可
。
以
下
同
じ
）
購

入
し
、
製
造
業
、
建
設
業
、
卸
売
業
、
小
売

業
、　
一
定
の
サ
ー
ビ
ス
業
等
の
指
定
事
業
で

利
用
し
た
場
合
は
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
取
得

価
額
の
３０
％
相
当
額
を
特
別
償
却
で
き
ま
す
。

例
え
ば
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
５
０
０
万
円
で
購

入
し
た
場
合
は
、並
日通
償
却
１
０
０
万
円
（５

０
０
万
円
＋
５
年
）
に
特
別
償
却
１
５
０
万

円

（５
０
０
万
円
×
３０
％
）
を
加
え
た
２
５

０
万
円
を
購
入
初
年
度
の
損
金
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
①
複
写
し
て
販
売
す
る
た
め
の

原
本
、
②
開
発
研
究
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
、

③
国
際
標
準
化
機
構
及
び
国
際
電
気
標
準
会

議
の
規
格
１
５
４
０
８
に
基
づ
き
評
価
及
び

認
証
さ
れ
て
い
な
い
一
定
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

等
、
は
特
例
の
対
象
外
で
す
Э
対
象
法
人
の

つヽ
ち
資
本
金
３
０
０
０
万
円
以
下
の
特
定
中

小
企
業
者
等
は
、
特
別
償
却
に
代
え
て
取
得

価
額
の
７
％
の
税
須
控
除

（法
人
税
額
の
２０

％
が
限
度
）
を
選
択
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

例
　
中
小
企
業
経
営
強
化
税
制

青
色
由
二
塁
日を
提
出
す
る
中
小
企
業
者
等

で
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
の
経
営
力
向
上

計
画
の
認
定
を
受
け
た
も
の
が
、
令
和
９
年

３
月
３‐
日
ま
で
に
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
７０
万
円

以
上
購
入
し
、
指
定
事
業
で
利
用
し
た
場
合

は
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
取
得
価
額
の
全
額
を

即
時
償
却
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
５
０
０
万
円
購

入
し
た
場
合
は
、
購
入
額
５
０
０
万
円
全
額

を
購
入
初
年
度
の
損
金
と
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
対
象
と
な
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
は
中
小

企
業
投
資
促
進
税
制
と
基
本
的
に
は
同
じ
で

す
が
、
生
産
性
向
上
設
備

（Ａ
類
型
）
の
場

合
は
、
設
備
の
稼
働
状
況
等
に
係
る
情
報
収

集
機
能
及
び
分
析

・
指
示
機
能
を
有
す
る
も

の
に
限
り
ま
す
。

対
象
法
人
は
、
即
時
償
却
に
代
え
て
取
得

価
額
の
７
％
盆
営
た
中
小
企
業
者
等
は
１０
％
）

の
税
額
控
除

（法
人
税
額
の
２０
％
が
限
度
）

を
選
択
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

倒
　
試
験
研
究
費
の
税
額
控
除

費
用
」
と

「著
し
い
改
良
費
用
」
の
違
い

。
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
購
入
に
か
か
る
付
随
費
用

の

「企
業
会
計
」
と

「法
人
税
法
」
の
違

(1)図表3 企業会計と法人税法の主な取扱いの違い

内   容 中
′J(
企

§
税
補J

青
色
申
告
書
を
提
出
す
る
法
人
が
支
払
っ

た
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
制
作
等
に
か
か
る

「研
究

開
発
費
」
の
う
ち
、
試
験
研
究
費

（製
品
の

製
造
ま
た
は
技
術
の
改
貞
、
考
案
も
し
く
は

発
明
に
か
か
る
試
験
研
究
の
た
め
に
要
す
る

費
用
）
に
該
当
す
る
金
額
は
一
定
の
税
額
控

除

（試
験
研
究
費
の
額
の
１
～
１４
％
）
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
税
務
調
査
で
は

以
下
の
項
目
が
争
点
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
根
拠
資
料
を
し
っ
か
り
と
準
備
し
て

お
き
ま
し
ょ
う

（図
表
３
参
照
）Э

・
自
社
利
用
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
か
か
る
研

究
開
発
費
の

「企
業
会
計
」
と

「法
人
税

法
」
の
違
い

。
市
場
販
売
目
的
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の

「製
品

マ
ス
タ
ー
完
成
ま
で
」
と

「製
品
マ
ス
タ

ー
完
成
後
」
の
違
い

。
市
場
販
売
目
的
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の

「改
良

●
ひ
ら
い
　
み
つ
ひ
ろ

１
９
７
５
年
埼
玉
県
生
ま
れ
。
日
本
大
学
文
理
学

部
心
理
学
叫
卒
業
。
中
央
競
馬
ピ
ー
ア
ー
ル
セ
ン

タ

ー

（
Ｊ

Ｒ

Ａ

関

連

企

業

）

を

経

て

、

Ｋ

Ｃ

Ｃ

Ｓ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

（京
セ
ラ
関

連
企
業
）
入
社
。
２
０
０
８
年
、
平
丼
会
計
事
務

所
開
業
。
【近
況
】
今
年
も
母
の
日
に
娘
の
ケ
ー

キ
作
り
を
手
伝
い
ま
し
た
。
昨
年
全
く
役
に
立
た

な
か

っ
た
私
に
今
回
与
え
ら
れ
た
役
割
は
、
「卵

を
割
る
」
の
と

「オ
ー
ブ
ン
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
」

こ
と
だ
け
で
し
た
。
テ
キ
パ
キ
と
料
理
す
る
娘
の

姿
は
頼
も
し
く
感
じ
ま
す
ね

ヤ

なることが確実

不確実 不明

損金算入
費用処理

ならないことが明らか

将来の収益獲得

または費用削減

損金算入費用処理製品マスター完成まで

費用処理 損金算入

製品マスター完
改良費用

著しい改良費用成後

自社燕」用

制作費

市場販売

1目的

重要性が乏しい場合 費用処理

ソフ トウエアを購入する際の付随費

用

原  則
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